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複雑な製品情報を管理する
PDMシ 係テムの基  能

CAD/CAM/CAEシ ステムなどの効率化が進むにつれて,

必要なデータを必要なところで使えるようにする管理システムの重要性が明らかになってきた。

これが PDM(製 品情報管理)シ ステムと呼ばれるものであり,最 近注目を集めている。

ただ,製 造業で使う情報はあまりに複雑なことから,

PDMシ ステムをめぐる論議も具体性に欠け,ば くぜんとしたものになりがちである。

今号から3回 の予定で,PDMシ ステムは何ができるのか, どう実現できるのかといった具体的な知識を解説する。

第 1回では,PDMシ ステムの定義について言及し,PDMシ ステムの機能を明らかにする (本誌)。
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最近,PDMと いう言葉が広 く知られるようになった。製

造業におけるリエンジエアリングの新たな手法,あ るいは

生産性向上への期待の
“
新星
"と
まで言われる。しかし実

際には,せ っか くの新しいテクノロジをなかなか利用でき

ずにいるユーザーがほとんどなのではないだろうか。

ユーザーにとって PDMの 導入を考えるとき,流 用設計

へ利用することで得られる効果などは予想しやすい。しか

し具体的にツールを選択してシステムを構築しようという

段になるとなかなか話を進められなくなる。ツールベンダ

ー側もまずツール販売とそれに伴うサービス提供からスタ

ー トせざるを得ず,ユ ーザーそれぞれの固有な要求に応え

る能力を持つまでには至っていないこともあろう。いずれ

にしてもPDMシ ステム導入の際,ユ ーザー企業内での説
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明活動を効果的に進めるのはまだ難しいと筆者は感じる。

この現象は日本だけのものではなく,PDM先 進国の米国

でもPDM黎 明期の数年前に同様に発生していた。

日本では過去さまざまな側面からPDMに ついて語 られ

ているが,「PDMシ ステムは何でもできるJかのイメージ

が出来上がってしまい,そ の期待のみが先行している。そ

ろそろ何をどのように実現できるのかをきちんと整理して

おく必要があろう。PDMを 使おうというエンドユーザー

レベルの努力を,地 に足のついた普及に結び付けられなく

なってしまう。

そこでまず,PDMシ ステムの定義や機能を明らかにす

る必要がある。しかしPDMは 他のテクノロジ,例 えば 3

次元モデリングやリンーショナルデータベースなどのよう

に学術的に確立された理論が背景にあるかというと,そ う

ではない。PDMは 現場へのフレームワーク (枠組み)的 ソ

リューションの提供であり,単 純な理論で説明することに

は無理がある。それでもPDMシ ステムのあるべき機能に



図 1● エンジエア リングで使われるデ
ー

タは非常に複雑

出典 :The EDM Market Research, Nov

1989

データ

シンプルなデータ

(ビジネスアプリケーション)

・簡単なデータタイプ

・処理時間が短い

。一つのデータは一度で処理

・会計処理が中心

ついては,す でに米 CIMdata(ミ シガン州アナ
ーバーに本

社を置 くPDM専 業コンサルタントで技術 とマ
ーケティン

グの両方を見ている)の 定義するものが業界標準になって

いる。本シリーズではこれらをベースに日本の現状 と合わ

せて解説したい。

複雑な製造業のデータ

製造業における製品データは多くの要素から構成されて

いる。例えば,一 つの製品だけを見てもワ
ープロ文書,2

次元 CADデ ータ,さ らに3次 元モデル,シ ミュレ
ーション

のデータ,力]エデータなども含む。また,そ れらがいくつ

ものアプリケーションとプロセスに関係 している (図1)。

これらはビジネス系のデータによヒ較して比べものにならな

いほど複雑なことは周知の事実である (図2)。

現実には,数 万枚,い や数十万枚もある図面やデ
ータを

図面番号や部品番号だけで管理している状況である。コン

ピュータ上のファイル,紙 ,ア パーチャカードなどの多種

多様なメディアが混在し,ル ーチンワ
ークとはいえ人手で

の整理である。アプリケーションが異なればデ
ータの管理

も別になる。

CADや ワープロなどの自動化ツールの普及は,さらに事

複雑な製品情報を管理するPDMシ ステムの基本機能

複雑なデータ (十プロセス)

(設計,技術関係のアプリケ
ーション)

・複雑なデータタイプ (テキスト,グラフィック,イメ
ージなど)

・処理に時間がかかる

。同じ情報を何度も用いる

。製品のライフサイクル全般にわたる処理内容

を複雑にしている。これらのツールではデ
ータの変更が簡

単な半面,多 くのリビジョンを発生させる原因にもなるか

らである。今後 3次 元 CADの 普及が進んだ場合,設計の上

流工程で下流工程をもある程度カバ
ーするようになる (一

般的にコンカレントエンジエアリングといわれる手法)結

果,今 以上にひんぱんな仕様変更や設計変更で電子 ドキュ

メントがあふれると予想できる。

統合的なCAD/CAM/CAEや CIMシ ステムにより,ユ

ーザーは製品数の増加にもかかわらず,製 品についての情

報を迅速に作成できるようになった。しかしデ
ータの管理

や,そ れらデータを作成したり利用したりするときのプロ

セスの管理という面では,従 来からのCADシ ステムのや

り方を引き継いでいるにすぎず,情 報の増加が大きな負荷

になっている。これが PDM先 進国の米国での,PDM普 及

の初期における大きなトリガーでもあった。

PDMシ ステムの定義一 PDMと は何か ?

PDMシ ステムの定義はいささか トリッキーである。し

かし,次 の点をマネジメントするためのテクノロジとして

定義する (なお
「マネジメント」という言葉は,情 報や資

源を最適に運用するという観点で,単 なる
「管理」と区別
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複雑なプロセス

単純なデータ

単純なプロセス

して用いる)。

●製品に関わるすべての情報 :部品情報,構 成情報, ドキ

ュメント,CADフ ァイル,承 認に関連する情幸長などのよう

な,製 品を記述するのに必要な情報。

●製品に関わるすべてのプロセス :承認や配布情報を含む

プロセスとマネジメントの定義。製品のライフサイクルの

マネジメントである。

PDMシ ステムは,種 々のアプリケーションソフトウエ

アと,製 品データやさまざまなドキュメント (紙文書を含

む)を 組み合わせて動作するものである。汎用機,ワ
ーク

ステーション,パ ソコンならびにネットワ
ークなどさまざ

まな関連ハードウエアで構成され,こ れは
一般に言われる

ヘテロ環境の典型と言えるものである。

このマネジメントは人間の能力を超えたものである。ま

たこれまでの,言 わば風習に基づく職人芸的な管理は今後

の世代には通用しなくなる。菩6門やグル
ープに散在してし

まったデータやプロセスを,何 らかの形で電子的に改善す

ることが必要なのは明白である。

このためにPDMシ ステムは,
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図 2● 応用分野によるデータの複雑さ

出典 :The EDM Market Research, Nov

1989

複雑なデータ

●データのセキュリティとアクセスの管理

●製品に関わるさまざまなデータ間の整合性の維持 ・管理

●データフローやプロセスに関するルールの適用

●各種の通知やメッセージ

といった処理を行う。

P D Mシ ステ ムの定 義
一 PD Mは 誰 の ため の もの か ?

PDMシ ステムの対象となるのは,製 品や部品に関わる

情報を必要とする設計,生 産技術,製 造,購 買,マ
ーケテ

ィング,情 報システム部門などたいていの部署に渡る (図

3)。また,経 営者やマネージャから担当者まで,す べてが

ユーザーになる。PDM担 当者はこれらのユーザーの要求

に沿った形で PDMシ ステムをカスタマイズする。

企業内でユーザーは以下の三つのグループに分けられる。

●製品を開発・生産する現場の人々(いわゆるPDMエ ンド

ユーザー)

●計画や組織をまとめる管理者

●PDM担 当者

PDMエ ンドユーザーは,各自の業務を進める上で PDM

ソフトウェア開発

イメージ/ド キュメント管理

ビジネスアプリ
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動

図3● 製造業における情報の流れ
出典 :」。hn Stark, Competitive Manufacturing through lnformation Technology

から情報を得る立場であり,企 業を構成する人員ほとんど

に相当する。PDMエ ンドユーザーは,シ ェル(またはフレ

ームワニク)か,CADな どのアプリケーションの追加機能

。追加メニューを通して,デ ータの格納,検 索,バ ックア

ップや変更管理 (ECP/ECO)と いった処理機能を利用する。

管理者には,セ キュリティなどの管理情報のメンテナン

スを含め,日 々の作業に沿ってプロジェクト管理や作業割

当管理,作業の進捗管理,予算管理や変更のレビュ
ー/承認

複雑な製品情報を管理するPDMシ ステムの基本機能

などを行う責任者があたる。

PDM担 当者はPDMシ ステムの導入と保守に携わる要

員であり,そ の数は企業の大きさによるが
一般的に多くは

ない。コンピュータの知識と,企 業のビジネスプロセスに

関する知識との両方が必要であり,コ ンピュ
ータについて

は例えばデータベース,ネ ットワーク,さ まざまなプラッ

トフォームなどを広く知らなければならない。特にPDM

担当者の管理者には,こ れら技術面の能力と,横 断組織と
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してのパーソナルスキルのバラ

ンスが重要である。

PDMシ ステムの顔でもある

ユーザーインタフ三―スは企業

全体で使う上で非常に重要であ

り,こ れにより製品データや

PDMの 機能を誰でもが簡単で

効果的に利用できるようになる。

グラフィカル,直 感的,か つカ

スタマイズ可能なユーザーイン

タフェースは当然必要である。

多くの PDMツ ールはユーザ

―インタフェースはフォームベース (伝票のような形式),

メニュー方式,コ マンドラインなどで,ユ
ーザーでのカス

タマイズを可能にしてある。O S F / M o t i f やM S ―W i n d o w s

ベースなどの業界標準をGUIに 使用している(写真 1)。そ

の一方で,旧 来からのキャラクタ端末でも使えるよう工夫

がなされているものもある。

PDMシ ステムの機能一 PDMを 構成するもの

PDMシ ステムの機能は,ユ ーザーに関連した機能グル

ープと,ユ ーティリティに関連した機能グル
ープとの,大

きな二つのグループに分けて定義することができる。

<ユ ーザーに関連した機能グループ>

>デ ータボール トとドキュメント管理 :PDMシ ステムの

コア機能である。データやドキュメントのセキュリティと

アクセス管理,デ ータ同士の関係の管理,チ ェックインと

チェックアウト,グ ローバルリリースの定義,ユ
ーザーリ

ス ト,メ タデータ管理が含まれる。

>ワ ークフローとプロセスの管理 :誰が何をいつ承認する

かといったプロセスの定義。

>製 品構成管理 :部品表や BOM(Bill of Materials)機 能,

部品の定義や属性情報の管理。

>ク ラシフィケーションと検索 :標準部品や流用設計可能

な設計データを分類 ・整理し,検 索できるようにしておく

機能。

>プ ログラム管理 :WBS(ワ ークブレークダウンストラク
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チャ)や スケジュールリソースの生成。

<ユ ーティリティに関連した機能グループ>

>通 信 と通知 :PDMシ ステム内でのさまざまなや りとり

や外部電子メールシステムとのインタフェース。

>デ ータ転送 :ユーザー間,ア プリケーション間,PDM

の機能間,各 種のシステム間でデータを転送するためのメ

カニズム。

>デ ータ変換 :各種のアプリケーション (PDMを 含む)間

のデータフォーマットの変換ツール。

>イ メージサービス :レ ビューや承認の際に用いる機能で,

ビューイング機能とコメントなどを書き込むレッドライン

機能。

>ア ドミニス トレーション :PDMシ ステムをセットアッ

プ,カ スタマイズ,管 理するための機能を言う。

最近の傾向としては,以 上のような機能をカバ
ーするの

に一つの PDMツ ールだけを使うのではなく,さ まざまな

ツールと補完的に組み合わせるようになってきている。こ

の背景にはオープン環境やミドルウエアの進歩が大きい。

PDMツ ールのベンダーは PDMシ ステム全体の中でも,

特に中枢部分にあたる機能,す なわちデータボ
ール トとい

ったメタデータ管理のメカニズム,製 品構成管理や分類 と

検索機能,そ してそれらを効果的に利用するためのカスタ

マイズ機能を重視するようになっている。

市販の PDMツ ールではこれらの機能をモジュール化し

写真 1● ユーザーインタフェース

の例 (MATRIX)
アイコン自身がイメージを表現で

きる例。現場の担当者は直感的に自

分の必要な情報を指示 (ポイント&

クリック)で きる。MATRIX(丸 紅
ハイテック ・コーポレーション)の

画面。

Mat● ,|■■●0
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NEXUS/オ ープンインタフェース

ワークフロー

構成管理

プロジェクト管理

設計変更 BOMイ ンターフェイス

作業計画

問い合わせ

ファイルマネーンヤ

(チェックイン/ア ウト)

ドキュメント管理

データ入出力

CADリ ンクバリアン ト

BOM

図4● 典型的なPDMシ ステムのモジュール構成

出典 :CADIM/EDB, Eignertt Partner

てあり,導 入にあたってビルディングブロック方式で構築,

カスタマイズできるようになっている (図4)。

ユーザーに関連した機能グループ

データボール トー データ管理機能

データボールトとはPDMの 世界でのリポジトリ (貯蔵

庫)機 能である。企業活動にとって重要な製品デ
ータの最

新の状態を正しく保ち,か つセキュリティを保証する。チ

ェックイン機能,チ ェックアウト機能があり,設 計変更な

どの設計リリース管理も確実に行う。設計データのリリー

スンベルを設定でき,PDMエ ンドユーザーにアクセス権

を与える機能なども含む。

このボールト(Vault)にはPDMシ ステムが管理するメ

タデータと実データが入る。メタデータには製品データの

変更状況, リリースレベル,承 認済みかどうか,そ の他の

「

ディシジョンテーブル クラシフィケーション

RDBMS汎 用インタフェース

コントロールデータといった製品データの履歴を管理する

ための情報が入る。製品の共通化やグル
ープ化が可能なよ

うに,製 品データ相互を関係付ける情報も含む。

PDMエ ンドユーザーはデータをアクセスするときに,

PDMシ ステムを介さなければならない。これは
一見遠回

りのようだが,エ ンドユーザ
ーはそのデータが実際どこに

あるのかを知る必要がなく,ま た常に最新バ
ージヨンのデ

ータを得ることが約束される。この方式は,エ ンドユ
ーザ

ーが図書館で本 (製品データに相当)を 見つけ出すために,

カードカタログ (メタデータに相当)を 使用するのに似た

ようなものである。

電子化されていないデータ,す なわちデ
ータボール ト以

外の場所に保管されているデ
ータ (紙の図面,遠 隔地のシ

ステム上の文書など)も ,あ りかを
“
参照
"す
ることで管

理の枠組みに入れることができる。もちろんこの方法では
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データボール ト内のデータと同等のセキュリティは得られ

ない。しかし,少 なくとも手作業によるシステム以上のセ

キュリティはあり,必 要な文書にたどり着 くのは容易にな

る。

ワークフローとプロセス管理

設計変更管理は
一般的には,製 品構成,部 品の定義,そ

の他の製品データ,デ ータの相互関係,デ
ータのバージョ

ンやバ リエーションなどについての変更のマネジメントで

あると言える。実際の運用では,設 計変更時に必要な
一連

の作業手順,す なわちプロセスをあらかじめ定義しておき,

変更 とリリースがスムーズに進むようにする (写真 2)。

設計情報の変更についての承認も,定 義されたプロセス

に基づく。PDMシ ステムは承認を行うべき責任者に対し,

承認待ちの設計変更があることを自動的に通知する (写真

3)。責任者は承認か非承認かをPDMシ ステムで指示する。

PDMシ ステムは,承 認されたデータを次のバ
ージョン

としてリリースし,デ ータボール トに加える。各ユ
ーザー

には当該データのバージョンが改められたことを通知する。

また,PDMシ ステムは設計変更プロセスの経過を記録

する。これによリユーザーと管理者はいつでもすべての変

更履歴を見ることができる。望ましくない変更が発生した

ならば,元 に戻すこともできる。

製品構成管理

製品構成管理機能は,部 品など製品の構成要素間の関係
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写真 2● 設計変更のワークフロー

の定義
承認責任者のレビュー,複数の承認

者によるパラレルなレビューなど,
ドローイングツールのような感じ
で定義,修 正できる。ENGINEER―
ING:EXPress(システムコア)によ
るもの。

を管理し,BOMの 作成を行う

ものである。PDMシ ステムは

製品構成要素のバージョン,相

互の影響,設 計のバリエーショ

ンなどをトラッキングする (関

連する情報をたぐっていく)。典

型的な場合で製品構成情報に含

まれるのは,標 準的な BOMに

力日え,構 成要素の属性情報の格

納場所,相 互の影響関係を表す

情報の格納場所などである。

PDMシ ステムの製品構成管

理機能により,ユ ーザーは部品図,製 品構成の図面や生産

計画といった製品定義データ同士を関係付けることができ,

その結果,設 計変更でどの情報にどう影響が出るかを簡単

に知ることができる (写真 4 )。

製品構成管理用のデータは,生 産管理以外のさまざまな

方面でも利用できる。例えば購買関係の部署,保 守関係の

部署などで,そ の部署なりの見方で情報として役立てるこ

とができる。BOMの 拡張としての製品構成といわれるゆ

えんである。

クラシフィケーションと検索

部品のクラシフィケーションは標準部品や類似部品,プ

ロセスなど共通な性質を持ったものをグループ化したりす

ることである。例えば,あ る部品がすでに何かの製品で使

われているかどうかを調べたりできるようになる。製品の

標準化,再 設計の削減,生 産上の無駄の削減,在 庫 (棚卸

資産)の 原価削減につながる。

通常,カ タログや手作業でのシステムでは標準部品や類

似部品を捜し出すことは難しい。PDMシ ステムはこれら

の作業を電子的に行う(写真 5)。技術者が標準部品や類似

部品をより簡単に見つけることができるなら,ス クラッチ

から設計せずにそれらの部品を流用するようになる。

部品情報には検索のため,いろいろなアトリビュート(属

性)情 報を付加する。アトリビュート情報とは部品の機能

コード,外 形仕様,材 料, リリース日, リビジョン,設 計

者などがある。またプロジェクト(プロジェクト名),所 有



複雑な製品情報を管理するPDMシ ステムの基本機能

者,作 成日など,部 品以外にほ

かの種類の製品データとも関連

付けられる属性もある。

検索実行時には,特 定のア ト

リビュー ト情報,範 囲をもった

アトリビュー ト情報やこれらの

論理的組み合わせなどを検索条

件とし,目 的とする部品や設計

を見つけ出すことになる。また

電子部品などの電子カタログ,

部品標準ライブラリなどがあれ

ば,同 じような手法で PDMシ

ステムに登録,利 用できる。

写真 3● 承認者への通知メール機

育し
カスタマイズで実現できる。ENGト

NEERING:EXPress(システムコア)
によるもの。

プログラム管理          昼景trヂ8m     (青
プログラム管理機能は製品の   見墨重鷺よ僣幸晶(耗″',I:
設計,製造や保守にかかわるプ   lζ装暴象とよξ)ずでチ[婁柔督
ロジェクトや作業タスクのワー  争重じ3Lηケタκ翁■ヽ こ
クブレークダウンストラクチャ   よる。
(WBS)を 作 り,資源のスケジュ

ーリングやプロジェクトの トラ

ッキングを行 うものである。

WBSを 製品構成管理機能 と関

連付けることで,タ スクやプロ

ジェクトを基にした製品や部品

の トラッキングが可能 となる。

一般的な PDMシ ステムの

WBS機 能は,プ ロジェクトや作業タスクの情報を保持す

る機能が中心である。その情報を応用したより高度なプロ

ジェクトマネジメント機能は,専 用の市販ツールと組み合

わせて実現する。

J― ティリティl~関連した機能グリレープ

通信と通知

設計者や企業内の人々は,次 に行うべきタスクの製品情

報が用意できているのかどうか, どの情報が最新なのかな

どを可能な限り早 く知 りたいと考えている。オンラインで

これら情報の自動通知ができれば,プ ロジェクトの最新情

報をすべての人々に通達でき,コ ミュニケーションの向上

を図ることができる。PDMシ ステムでは電子メールを利

用して通知を行う。誤った連絡を防ぐことにもなるし,例

えばあるユーザーが業務を終了できないときや,ユ ーザー

に業務をアサインできない時など,作 業の代行が必要な時

にも効果を発揮する。

データ転送

すべてのデータをPDMシ ステムの管理下で保管および

アクセスすることで,ユ ーザーはデータがネットワーク内

のどこにあるかを知る必要がなくなる。つまリデータの格

| |

＾
●
―

織

1 1 1
‐ ‐ 亜 =1

1 1  ■| | l  i l
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納場所はシステムに管理させて

おき,ユ ーザーはデ
ータ名でデ

ータにアクセスできる。データ

名はローカルなシステム個々の

ファイル名などにとらわれるこ

となく,よ り意味のある名称を

付けられる。実際,フ ァイルや

ディンクトリに関するコマンド

の使用方法もユーザーは知る必

要がない。データの格納場所の

変更やアプリケーション間での

転送はPDMシ ステムの役目で

ある。

データ変換

アプリケーション間やさまざまなディスプレイ,出 力装

置へのデータのトランスレ
ータ (変換ソフト)を あらかじ

め設定しておくことができる。トランスレ
ータはPDMシ

ステムと一緒には提供されないこともあるだろうが,シ ス

テム管理者は別にトランスレータを調達し,PDMシ ステ

ムに組み込むことができる。PDMシ ステムは管理下にあ

る各々のフアイルのフォーマットを知っているから,管 理

者はトランスレータを自動的に動かすよう設定することも

可能である。

トランスレータ機能は,実 際にはHP―GLや IGESと い

った標準的なフォーマットとの間で実行することが多く,

独自形式同士の変換は現実としてそう簡単ではない。した

がって,デ ータ形式の標準化が促進されるという効果もあ

る。

イメージサービス

ラスターイメージのビユーイング機能は,管 理者や製造

現場の作業者のようなユーザーが,設 計図やその他の設計

データを安価なパソコンや端末上で見ることを可能にする

機能である。マークアップ機能でラスタ
ーイメージに検査

者や承認者の意見,注 釈を付加することができる。今まで

配布が困難であつた図や画像の製品情報をより広範囲のユ

ーザーにオンラインで提供できるようになる。
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アドミニストレーション

管理者はPDMシ ステムの運用パラメ
ータを設定し,そ

の効果的運用を維持,管 理する。管理者向けの機能には以

下のようなものがある。

>デ ータヘのアクセス権や各種の変更権

>オ ーソライゼーション

>承 認プロセス

>デ ータのバックアップおよびセキュリティ

>デ ータの保管

多くのPDMシ ステムはユ
ーザー企業の業務標準に合う

ようカスタマイズ可能であり,個 々のエンドユ
ーザーの能

率改善に役立てることができる。例えば,承 認手続きを何

人かで序列の順に承認したり,全 承認担当者の多数決をと

ったりすることが可能である。PDMシ ステムは次のよう

なものを含む多くの方法でカスタマイズできる。

>ユ ーザーインタフェースのレイアウト

>シ ステムのメッセージや用語の変更

>複 数ベンダーのアプリケーションの統合

>新 機能の追加

以上,今回は主にPDMシ ステムの定義を解説した。次回

はPDMシ ステムのアーキテク`チャを中心に,PDMシ ス

テムとCADデ ータとの連係や,図 面管理システムとの違

写真 5● 関連情報の検索
データパッケージフォルダ(緑色の

ウインドウ)の 中からキーワー ド
「ヘッド」に関する情報を検索した

結果(青色ウインドウ)。関連情報の
ヘッド組立図(左下のCAD図 面)と
ヘッドデザインプラン2(右 上の手

描き図)が 表示される。EDL(エ ン

サイクロソフトエンジエアリング・

サービス)に よる。

いを解説する。 ロ



瘍:下l PDM

PDMシ 係テムのアーキテクチャ

P D Mシ ステムの機能一つ一つを見てみれば,構 成管理,部 品表管理など,そ れほど目新しくないものも多い。

しかし,こ れらの機能を有機的に連係させることや,

C A Dシ ステムに対 して有効に情報を供給することなどを同時に実現するのは簡単ではない。

さらに,ク ライアント/サーバー型のネットワークシステムの長所を生かしたシステムでなければならない。

PDMシ ステムのアーキテクチャには, これらの課題に対するPDMベ ンダーのノウハウが盛り込まれている (本誌)。

|リンテGttda日本代わ

設計,生 産現場ですでに構成管理,部 品表の管理をコン

ピュータ化しているところは多い。しかし, これらの情報

はCADシ ステムやその他のアプリケーションソフトと脈

絡なく存在しているのが実情である。また,業 務の変化に

伴う機能拡張,コ ンピュータ関連技術の変化に対応したハ

ードやソフトの更新 といつたメンテナンスが極めて困難で

あり,業 界標準に合わせることすら容易でない,と いうユ

ーザー独自開発システムの弱点も抱えている。

構成管理や部品表などPDMベ ンダーが言うようなもの

はすでにあるとか,PDMシ ステムでなくてもリンーショ

ナルデータベースで同じことができるというような意見が

ある。しかし,PDMシ ステムは単なるツールではなく,情

報の連係を実現するとともにメンテナンスの問題をも解決

するものである。

PDMベ ンダーはこの面で蓄積した多大なノウハウをシ

ステムに盛 り込んでいる。PDMイ ンテグレータもユーザ

ーのプロセスに合わすべくPDMツ ールをカスタマイズす

るノウハウを持っている。PDMシ ステムのアーキテクチ

ャは, このようなノウハウの表現と見ることもできる。

PDMシ ステムのアーキテクチャ

ほとんどの PDMシ ステムはクライアント/サーバーモ

デルをベースとしている (図1)。 このモデルのもとにデー

タの関連付け,セ キュリティとそのコントロール,プ ロセ

スのマネジメント,カ スタマイゼーション,デ ータベース

のマネジメント,そ してネットワーク対応などの機能がイ

ンプリメントされている。

PDMシ ステムの構成要素のうち,ソ フ トウエア要素に

は次のようなものがある :

>PDMシ ステムで扱うさまざまなデータ間の関係付け

を扱うメタデータベース。CADや DTPな どのアプリケー

ションのデータ,製 品データ,製 品の構造関係,製 品デー

タの利用に関するルール,PDMシ ステムの管理データな

どを関係付ける。

>ユ ーザーアプリケーションとの連動,デ ータ変換や転
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クライアント

図1 ● クライア ン ト/ サーバー上の

PDMシ ステム

(a)は EDM(コ ンピュ
ータービジョ

ン*)。サーバー側にはリレーショナル

データベースをベースとした PDMボ
ール ト機能などを稼働させる。クライ

アン ト側ではPDM機 育旨とCADな ど

のアプリケーションと連係 させて動

かす。 (b )はC M S (ワ
ークグループテ

クノロジズ
*)。

一方,ハ ー ドウエア要素にはサ
ーバー

またはクライアントとして用いるワーク

ステーション,そ れらに付随する各種の

周辺機器,ネ ットワークシステムなどが

含まれる。サーバーとして用いるコンピ

ュータは,ス ーパーコンピュータからパ

ソコンまであらゆる規模のものが含まれ

る。PDMシ ステムはサーバーを
一つし

か含まない構成もあるし,複 数のサ
ーバ

ーを使う (マルチサーバー環境)こ とも

ある。サーバーがカバーする範囲はユー

ザーー人だけのこともあるし,ガ さヽなワ

ークグループ,部 門単位,全 部の事業所

などさまざまな形態があり得る。

クライアン ト側の機能 は
一般的 に

UNIXワ ークステーションに実装 され

るが,サ ーバー自身が実行する場合もあ

る。また,パ ソコンをクライアントとし

て用いることも考 え られ る。初期 の

PDM製 品ではパソコン上のエミュレー

ション機能でクライアント機能を実行し

ていたが,最 近はクライアント機能その

ものをWindOws上 で稼働させる製品が

現れ始めた。

技術文書

Unioraphics
CATIA
PrO/ENGINEER
AutoCAD

送,ル ールのチェックやマネジメントなどPDMの 機能を

実行するプログラムコード。

>製 品データを維持管理する電子ボール ト。

>ユ ーザーインタフェース。

>メ ッセージの通知,フ ァイル転送やアプリケーション

間のデータ交換といったコミュニケーション機能。

>ユ ーザーのプログラムが PDMシ ステムの機能を利用

したり,バ ックグラウンドで動かしたり,ユ
ーザーのアプ

リケーションやデータベース と統合 した りするための

API(ア プリケーションプログラミングインタフェース)機

育旨。
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サーバー機能もクライアント機能も,

多 くの PDMシ ステムは両方をUNIX

上でサポー トしている。今後 WindOws

NTが 普及すれば,サ ーバー機能をWindows NT上 で動

かすことも増えると考えられる。

ネットワークはPDMシ ステムにとっては必須のもので

ある。多くはEthernet上の TCP/1Pを 用いる。製品によっ

てはNovellのようなパソコンベースのネットワークを必

要とする。

PDMシ ステムの提供形態を見ると,ソ フトウエア要素

はPDMベ ンダーが提供 している。ハー ドウエア要素は

PDMベ ンダーないしインテグレータが提供するケースも

あるが,一 般的には既にユーザーが保有するものを利用し

たり,ユ ーザー自身が用意する。

(bl●CMS



RDBで 製品情報のオブジェク トを表現

データ間の関連情報などを表すメタデータは,ほ とんど

の PDMシ ステムではリレーショナルデータベース管理シ

ステム (RDBMS)を 用いて管理する。PDMシ ステムの大

多数は代表的な RD B M Sで ある

Oracle, Ingres, INFOR1/11X,

Rdb, DB2や Sybaseを 使用 し

ている。ベンダーはこれらを選択

できるようなオプションを設け

ているのが一般的であり,複数を

組み合わせるオプションの場合

もある。

メタデータベースヘのアクセ

スは,PDMシ ステムのソフトウ

エアアーキテクチャ (図2)の中

ではネットワークインタフェー

ス部の仕事になる。ネットワーク

上の複数のデータベースをサポ

ー トす る た め に, 特 定 の

RDBMS製 品に依存 しない形に

しているPDMシ ステム もある

が,特定のものをもっぱら用いて

RDBMSの ネ ッ トワー ク機能

(例え ばOracleのSQL*netな

ど)を不U用しているPDMシ ステ

ムもある。

オブジェクト指向型データベ

ース (00DBMS, に ついて は,

まだ多 くのベンダーがインプリ

メンテーションの調査段階にあ

る。
一
部に,00DBMS製 品 Ob

ieCtiVityを利用 した PDMシ ス

テムが昨年製品化された。

現在のところ,RDBMSを 使

用してオブジェクト指向的なア

ーキテクチャとコンセプ トを提

供する,と いうや り方が多い。

CAD/CAⅣ 1/CAEフ  ァ イ ル ,

PDMシ ステムのアーキテクチャ

DTP文 書,ラ スターイメージや紙文書など,PDMシ ステ

ムが管理する対象はオブジェクトというモデルで扱うこと

ができる。オブジェクト指向アプローチは,さ まざまな種

類のオブジェクトについて,そ れぞれ振舞いを表現しよう

図 2● PDMシ ステム

のアーキテクチャ

リレーショナルデータ
ベースとのインタフェ
ースをデータベース製

品に依存 しないニュー

トラルなものとし, こ
の上にPDM機 能 を構

築。データベースには

メタデータを格納する。

(a)は CADIM/EDB

(E gner+Partner*),

(b)は ENGINEERING:

E X P r e s s (システムコ

ア)。

Moll
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デスクトップ。オリエンテッド・ユーザーインタフェース

ニュートラフレ・ウインドウシステム・インタフェース (EP―Windows)
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ファイリレ
マネジメント
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二■―トラフレ・データベース・インタフェース (EP‐SQL)

ユーザー定義
・ォブジェクト
・マスク
・メソッド

EDBカーネル
・オブジェクト
・マスク
・メソッド

ORACLE
Rdb
lNGRES
INFORM X
SYBASE

V otf OpenLook (b)

アプリケーションユーザーインタフェ=ス

[NoINEERING EXPFeSSI 塑
主な機能       |

製造部品:購 入部品管理

部品表 (BM)の 作成,‐修正

設計成果物管理

設計変更 (ECR/ECO).管 理

イメージデータの編集 と

ドキュメント管理   |

カスタマイズと拡張機能

ウ‐クフローと
プロセネの構築    |

0しの構築 |     ‐

スクリーンの構築と―|  |
データベ■スとの関連付け

タト蔀APとのインタニウi‐ス
(ёADIMttPll hjhci1 1)

ツ鴨 品
セットアップ&管理

チェックイン/アウト規定

ユーザーレ～レ定義

デニタセキュリティ

バックアップ

酔

RDBMS/ア プリケーションインターフェース

Orac e    l   l そ の他のデ‐タベースSybase
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図3 0  P D Mシステムにおけるオブジェクトクラスの階層関係

リレーショナルデータベースを使用しながらも,オブジエクトの概念を活用するPD Mシ ステムが多い(D a t a  O b j e c t  H i e r a c h y ,コントロ
ールデータシステムズ

*)。

とするものである。

同じ種類のオブジェクトは,同 じオブジェクトクラスに

属し,共 通の特徴や振舞いを持つ。オブジェクトクラスの

定義は階層構造 (オブジェクトクラスヒエラルキ)で 保持

する(図3)。特徴や振舞いは,ク ラスの各メンバ
ーに適用

される操作 (メソッド)の リス トで決まる。例えばテキス

トファイルのクラスには
``I)RINT''と

いうメソッドがある

が, これはディンクトリのクラスに対しては適用されない。

ユーザーはあらかじめ定義された基本的なオブジェクト

写真 1● CADア プリケーションとPDMシ ステムの連係

CADア プリケーション側にPDMシ ステムとの連係機能 (画面右側のメニュ
ーボタン)を組み込み,デ

ータのチエックインやチェックアウ ト,CAD側 で

作った属性データをPDM側 に送 り込むなどの機能を実現 している (EDL

MICRO CADAM MPLOpt,ェ ンサイクロソフ トエンジエアリング・サ
ービス)。
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クラスから,サ ブクラスを生成することで新しい種類のオ

ブジェクトを追加できる。新しいオブジェクトクラスは親

のクラスからメソッドを糸区承 (インヘ リタンス)し ており,

さらにメソッドの追加,削 除や上書きなどで新クラス独自

の特徴を定義する。このことを利用してユ
ーザーの都合に

合ったオブジェクトを作ることができる。

アプリケーションとの運動のためのインタフェース

CADな どのアプリケーションとPDMシ ステム との連動

写真 2● エンキャプシュレーション

CADシ ステムをPDMシ ステムにカプセル化 して組み込む (エンキャプシュ

レー ト)ことができる。写真はPDMシ ステムのメ
ールで図面データを受け取

った場面であり,メ ールのウインドウの中にある
「ドローイング」アイコン

をクリックするとCADソ フ トが立ち上がり(右下のウインドウ),図 面デ
ー

タを表示できる (丸紅ハイテック ・コ
ーポレーション)。

鑑 珠

脇 獄 智

解 解 :

漱 紺 : 鮨 ‰ i



形態としては,

>ア プリケーションインテグレーション

トアプリケーションのエンキャプシュレ
ーション

>ド キュメント登録

という三つのレベルがある。PDMシ ステムのアプリケ
ー

ションインタフェースやプログラミング言語,ユ ーザ
ーウ

エアなどは,ア プリケーションとPDMシ ステムを連動さ

せたり統合させたりするのに用いる。

もっとも統合の度合が高い
「アプリケーション・インテ

グレーション」は,CADシ ステムやワ
ープロなどの中から,

PDMシ ステムヘのスイッチなしにPDMの 機能を実行で

きるようにするものである(写真 1)。アプ

リケーションプログラミングインタフェ

ース (API)や プログラムコール可能なイ

ンタフェース (PCI)を 用いて実現する。

APIは 多 くはCと C+十 言語をサポ
ー ト

している。PDM機 能の使用,メ タデ
ータ

のアクセス,管 理情報のアクセス,リ ポ
ー

トの生成などの PDM機 能の呼び出しを

アプリケーションプログラムに組み込む

ことができる。図 4は CADシ ステムから

PDMシ ステムの機能を呼び出したとき

に発生するプロセス間通信を表したもの

である。

「エンキャプシュレーション (カプセル

化した上での組み込み)Jは 中間的なレベ

ルである(写真 2)。PDMシ ステムはアプ

リケーションを立ち上げる (ランチ)機 能

を持ち,デ ータの生成,変 更や削除といっ

たセッションとして起動する。この方法は

実現が簡単で,アプリケーションの変更を

必要としない。アプリケーションインタフ

ェースツールはエンキャプシュレーショ

ンを手助けするためのものである。

「ドキュメント登録」はアプリケーショ

ンのデータ (ドキュメント)を PDMシ ス

テムに登録するものであり,PDMシ ステ

ムなら大体この機能を持っている。PDM

PDMシ ステムのアーキテクチャ

システムと直接連係できないアプリケーションのデ
ータや,

コンピュータ上にないドキュメント,特 に紙文書なども管

理の対象にできる。

CADデ ータとの連係は特に重要

アプリケーションの中でも,特 にCADシ ステムとは効

果的な連係が求められる。CADシ ステムのユ
ーザーに意識

させることなくPDMを 機能させ,デ ータのバージョンや

相互関連を正確に保つのが狙いである。前述のレベルで言

えば,最 も密接な
「アプリケーションインテグレーション」

に当たる。

111'“■1   ■ ||'81司

プロセスは独立 Gll榊 鷲=・ 幕 ,D

(自動)

判 靴
~

|■申百澪ポ1準"||■||||||

IPC経由   (チ エツクアウトファイルの選択操作)

デ■夕読み出|しと

チ=,タ アウト

CADシ ステムが

図面フライルを読み込む

(CADで の作業)

CADの

プロセスは
一日寺EDBに

委ねられる

IPC経 由

「1国‐南デ|夕■鋼の1準備11■IJ
(チェックインファイルの操作)

'デ■夕κ粥内|と

=|'|ク|イ|ン

_  IPC鵞
監由  ~

IPCクローズ

|10AⅢ■哺

6 1 1 1 ■| | | | …. ‐‐・ つ

圃
(IEEIBを用い自動漱か誌鵜ル″ID

糀回

図 4● PDMシ ステムとCADと のプロセス間コミュニケ
ーション

CADと PDMシ ステムが IPC(インタープロセスコミュニケーション)経由で通信 しながら,チ ェ

ックアウト,図 面データの修正,チ ェックインといった
一連の処理を実行 していく (htegration

of CADIM wlh Other Applications, Eignertt Partner*)。
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CAD側 で利用できる機能として,PDMシ ステムは次の

ようなものを提供している :

>チ ェックイン,チ ェックアウト機能

>新 しいファイルやプロジェクトの生成

>既 存のファイルやプロジェクトの追加

レビューイング機能の呼び出し

>旧 バージョンのデータファイルの呼び出し

>承 認の要求

>フ ァイルのコピー

ト指定したバージョンのデータファイルの削除

このインタフェースは一般にPDMベ ンダーがオプショ

ンとして公開している。CADベ ンダーが CAD側 としての

インタフェースを提供する場合もある。

似てきた図面管理システムとPDMシ ステム

PDMシ ステムが普及期に入る以前,図 面管理システム

とPDMシ ステムには大きな相違があった。図面管理シス

テムの中核は電子保管庫であり, ドローイングツールの成

果物である図面および手描き図面のイメージデータという

単純なオブジェクトを扱う。
一方,PDMシ ステムは部品や

アセンブリ,製 品といった多数の要素を伴う複雑なオブジ

ェクトを扱い,プ ロセスのマネジメントもカバーする。動

作環境 もクライアント/サーバーシステムが基本である。
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図5● 図面管理システムの発展形

製品情報管理に必要な製品構成管理
機能とプロセス (ヮークフロー)管理
機能をカロえ,図面管理システムをベー

スにPDMシ ステムを実現 している。
製品情報管理のための機能は従来の

図面管理システムには見られなかっ
たものである (FORMTEK,TDM*)

しかし最近では,図 面管理システムも発展形として製品

構成管理機能やプロセスマネジメント機能を追加する傾向

にある(図5)。以前のような,シ ステムアニキテクチャ上

での決定的な違いは見られなくなってきている。機能面で

もオーバーラップするようになっており,今 後は必ずしも

両者を明確に区分する必要はない。

設計技術者が本来行うべき創造的な作業に従事している

時間はわずか 20%に 過ぎず,残りの時間は紙を繰っての資

料探しやもろもろのミーティングに費やされている, と言

われる。また,競 争の激しい製造業における情報の価値は,

短時間のうちに急速に減少する。例えば,製 品の不具合が

発生した場合,そ の原因や対応策といった情報を得るのに

時間がかかってしまっては,顧 客の信頼度は低下する。こ

れらの問題に適切に対処する鍵は,製 品に関する情報をい

かに電子的に体系立ててマネジメントするかにかかってく

る。

次回はPDMシ ステムの最新動向を中心に解説する。

(本文図中,*印 を付けたものは米CIMdataのPDM Buyers Guide

Bookから引用した)                   ロ
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業界標準や規格をフノンに使う
現実的なPDM構 築

PDMシ ステムを実現するためには, さまざまな標準規格や業界標準を利用し,

市販のハー ドウエア製品, ソフ トウエア製品を組み合わせていくのが現実的な方法である。

特に最近,MRP(資 材所要量計画)シ ステムとPDMシ ステムとの組み合わせが有力な手法として話題になっている。

また, さまざまなデ
ータを見ることのできるビューワも,一 つのツールとしての分野を形成しつつある。

現在, 日本の PDMは まだ部門単位での導入がほとんどだが,

やがて全社的なシステムに成長する過程でも,

さまざまなツールの組み合わせが現実的な手法として活用されると考えられる (本誌)。

|:;]ン昇Qttaね日本代お
まだ PDMシ ステムを良 く知らない企業でも,企 業改革

を避けて通ることはできない。PDM先 進国では企業の進

化とともにPDMの 進化も目ざましい。

今年 4月 に米 CIMdata(ミ シガン州アナーバの PDM

専業コンサルタント)が 開催 した PDMカ ンファレンスで

は,ア プリケーション・インテグレーションに関するセッ

ションの参加者の半数以上が情報システム部門の所属であ

った。これは何を物語るのであろうか ? PDM導 入 と言

えばこれまでは設計部門が主体だったが,今 や企業の情報

システムのインフラを握る部門が PDMカ ンファレンスに

顔を出す時代になってきたのだ。

PDMシ ステムはもはや単独で語ることはできない。周

辺のアプリケーションといかに組み合わせるかを議論すべ

きフェーズに入っている。本シリーズ初回冒頭で述べたよ

うに,PDMの テクノロジのみにとらわれていると設計現

場,生 産現場ヘソリューションを迅速に提供することがで

きない。いわゆるコラボィーションが重要になっている。

このゼミナールの初回ではPDMそ のものの定義,第 2

回めではPDMの 基本的なアーキテクチャに触れてきた。

最終回の今回はこのような状況に突入した PDMの 最新動

向を利用面も含めて解説する。

CIMdataが 指摘 した PDM六 つのポイント

日本において PDMと いう言葉が普及 し始めた 1992年

当時,CIMdataは 近い将来におけるPDMシ ステムの課題

として次のようなテーマを挙げていた :

●PDMツ ール間の互換性の標準化

●アイコンを多用したユーザーインタフェース

●電子ボール トヘのオブジェクト指向技術の取 り込み

●アクティブ ・ドキュメント (データベースと連動し自動

的に更新される文書)や マルチメディアの取 り扱い

●PDES/STEP
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図1● EUCを 支えるコンピューティング技術
インフラ構築ツールとも言われるPDMシ ステムだが,業界標準の各種のテクノロジやツ

ールをべ=ス にしたり,協調することで実現される。従来は図中のかな

りの部分をPDMシ ステム自体が用意していたが,最 近は各種標準やツールとの協調,す なわちコラボレーションでカバーする方向にある。

●分散コンピューティング環境

それから3年近く経た現在,PDMシ ステムの普及以上

にいわゆるエンドューザーコンピューティング (EUC)を

支えるコンピューティング技術の発展が著しい (図1)。こ

れは正にダウンサイジング,オ ニプンコンピューティング

などに代表されるテクノロジのたまものである。

そのような環境で CIMdataに よる将来像は確実に具現

化されてきている。以下, この中から具体的な方向性を示

しているものについて解説する。

PDMに おけるさまざまな標準規格

PDMシ ステム自身は種々の標準規格のまわりに作られ

ている。それらの標準規格は世界標準,制 定団体のもの,

また政府が決めるところのものなどが含まれる。PDMを
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取り巻く標準規格は以下のものがある。

●オペレーティング・システム :UNIX,Windows

●データベーステクノロジとアクセス :SQL,オ ブジェク

ト指向型データベース

●ユーザーインタフェース :OSF/Motif,OpenLook,

Vヽindows

●プログラミング言語 :C , C + +

●コミュニケーション:TCP/1P,ANSI X.400,EDI

●データフォーマット:SET,VDA― PS,IGES,STEP

EDI(電子データ交換)に関しては今後 PDMシ ステムの

一部のなるものと思われる。しかし,米 国規格のANSI

X.12と,ヨ ーロッパ系のEDIFACTと のすり合わせがで

きた後になろう。図面情報のデータ交換はIGES(Initial



業界標準や規格をフノンに使う現実的なPDM構 築

Graphics Exchange Specification)をはじめとする各国の

標準が存在するが,今 後はより大規模な STEP(Standard

for the Exchange of Product � lodel Data)が PD�I

に取 り込まれることになる。

上記の標準に加えて米国 DoDか ら発生した CALSイ ニ

シアチブ ( C o n t i n u o u s  A c q u i s i t i o n  a n d  L i f e c y c l e  S u p ‐

port, 最近ではColllinerce at Light Speedと呼ぶことも

ある)は ,取 引上の情報伝達に種々の標準規格を使用する

ことを決めており,ツ ールベンダーにも対応を要求してい

る。CALSの 規格には以下のようなものが含まれる。

●STEP(IS0 10303)

●IS0 9000

●IGES

●CCITTグ ループⅣ

●SG�IL(Standard Generalized �larkup Language)

●CGM (Computer Graphics Metafile)

●Mil―Std 1840 A(電子ファイル交換)

●Mil―Std 974(CITIS)

(STEPと IGESは CADデ ータが対象,CCITTグ ループ

Ⅳは画像,SGMLは 文書,CGMは 技術イラストを主な対

象とする)

これらの標準が今後各企業で取 り込まれていき,PDM

システムもそれらを組み込んでいくことになろう。特に

CALSに ついては本来米国政府のイニシアチブであった

が世界各国にインパクトを与えている。CALSは 国際企業

の中で認められ,サ ポー トされており,多 くの国で CALS

に関したプログラムが確立されている。STEPは IGESで

は実現できない CAD/CAMフ ァイルの直接共有などを実

現することになり,PDMシ ステムはメタデータベースと

データベーススキーマにSTEP標 準の定義を埋め込んで

おくことが必要となろう。

CADデ ータ交換 ・共有規格 STEPと PDMと の関係

STEPの 規格の中で PDMシ ステムに最も影響を及ぼす

のはアプリケーションプロトコル 203(AP 203,Configu‐

ration Controlled Design)であろう。多くの既存の PDM

図 2● PDMブ リッジ

既存データとPDMシ ステムの間や異なった PDMシ ステム間のデ
ータボー

ル トの互換性を確保 しようとするもので,中 間形式にSTEPを 使用 している

(米インターナショナルテクネグル
ープの DataBrdge)。

システムは構成情報 と部品データを管理しているが,AP

203も 次のような情報を管理する。

●機械部品と組立

●製品ライフサイクルにおける設計フェーズ

●設計の承認 とリリースに関するデータ

●購入部品の認識,確 認

●政府,業 界や企業における仕様書

現在,数 々のツールベンダーが STEPを ベースとしたア

プリケーションを開発している。
一つの例 として異なった

PDMシ ステムのメタデータをSTEPに より相互交換する

試みがあり,こ れはSTEPの 標準フォーマットでメタデー

タを出力しようというものである (図2)。

STEPが 米国などのように広 く普及するには,STEP

データの共有化や転送のための市販アプリケーションが広

く出回る必要がある。ただ,既 に多 くの企業や組織は内部

的にSTEPへ の投資を進めており,STEPは 明確に各組織

の中で標準となるであろう。

CALSと PDMシ ステムとの関係

CALSの 導入にあたって,PDMシ ステムは以下のよう

薔亀観
Ⅷ =Υ二|;|,

既存 システム

PDMシ ステム
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出所 :CIMdata lnc,1995年2月

図 3● 1989年 ～1998年 の全世界 PDM市 場規模

過去数年安定した成長を続けている。ビジネスリエンジエアリング,CALS

や ISOな どをカバーするイネーブルテクノロジ (実現のための技術)と して

受け入れられているためである。

な点で貢献できると期待できる。

●ファイルフォーマットに関係なくどのファイルタイプで

も構成管理ができる

●設計変更や承認などの履歴管理ができる

●CALSフ ォーマットでの電子データの配布

●ファイルのアクセスに対するセキュリティコントロール

●最新状態に更新された (up to dateな)情 報の供給

●相互影響のある部品の更新のクロスインデックス

米国の PDMベ ンダーやシステムインテグレータはCI‐

TIS導 入のコンサルテーション,シ ステム構築などのソリ

ューションサービスを展開している。
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MRPシ ステムとのアプリケーション・インテグレーション

冒頭で述べた 1992年当時のテーマには挙げられていな

いが,現 在 CADシ ステムや MRPシ ステムなどのアプリ

ケーションとのインテグレーションが重要なファクターに

なっている。PDMが データをマネジメントするのに対 し,

それらアプリケーションはデータを作 り出す役目を持って

いる。データは種々のアプリケーション間で首尾良 く整合

性がとられていなければならないし,ア プリケ
ーション間

で矛盾のないデータが渡 されなければならない。特 に

MRP(資 材所要量計画)シ ステムとPDMシ ステムとのイ

ンテグレーションは最近大きなテーマとなっており, ここ

ではそれを中心に解説する。

MRPと PDMの 統合は,製 造部門の情報を
一元管理す

るためには現実的で有力な手段である。製品の構成管理 と

BOMと 言ったコア機能はPDMシ ステム,MRPシ ステム

共に持っており,多 くのユーザーはこの点がオ
ーバーラッ

プしていることを知っている (表1)。そして大部分の製造

業では既に何らかの形で MRPシ ステムを導入している。

コアテクノロジのオーバーラップはアイテムマスター,

BOM,ク ラシフィケーションという面で多く見られる。し

かし,関 連アプリケーションでの大きなオ
ーバーラップは

ない。また,共 に非常に広範なソリュ
ーションを提供しよ

うとしている。概念面で言えば,以 下の共通点を持つ :

●製品に関する構成管理エンジン

●アプリケーション間のインテグレーションイネーブラ

●製品に関する全ライフサイクルのサポー ト

売
上
高

（百
万
ド
ル
）

表1● PDMシ ステムとMRPシ ステムのコア機能の共通点

OI

OI

10‐

プローセ|ス/,■ |グフ●‐■管1理|(変更管理を含|む) ×

ボ|■,レヽ 管理|(部品|ド|キ●|メン|卜)

イメ|■|ジサ|■|ビス||(ビELI■/マ|■|夕|ア,|ノ〉 X

プ●|グラ|ム・マ|ネ|ジ|メ|ン|ド

プロ|ダク|ド|ラウ|デイング|(製造|プ●セ|ス). 101

(ClMdata. PDM Conference 1995, Tutorial Proceedings h''+&.tt+)
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以上のような状況から,PDMベ ンダーやユーザー自身

が MRPシ ステムとの統合化を進めており,そ の手法につ

いて PDMシ ステムの国際ユーザー組織であるIPDMUG

(International PDM User's Group)の先般の会議でもホ

ットなテーマとして議論された。

特にPDMシ ステムとMRPシ ステムをリンクする際,

インタフェース経由かインテグレーションにするかの方法

論が大きな話題になっている。前者はそれぞれのシステム

が一つずつデータベースを持ち,互 いにデータを更新する。

後者はそれぞれのシステムが一つのデータベースで BOM

情報を共有する。どちらが良いかは今後も慎重な議論が必

要と思われるが,表 2に 特徴を整理しておく。

業界動向として見ると,MRPシ ステムのベンダーは自

身の市場を拡大するためにPDMの 領域に入ってくるであ

ろう。また以前メインフレームベースであったものは当然

ながらUNIX環 境にダウンサイジングされており,それは

確実にパソコンヘ広がっていく。

しかし,現 実的な動向としてインテグレーションという

アプローチですでに進みつつあるPDMベ ンダーもあるよ

うで,ま た昨年あたりからPDMベ ンダーとMRPシ ステ

ムのベンダーの提携や共同開発も始まっている。

ビューイングシステムヘの期待

PDMシ ステムのビューイング機能は当初,設 計データ

の承認やマークアップなどの目的で簡易的に図面データを

表示するためにできた。図面を生成したオリジナルのCAD

システムを立ち上げる必要がなくなった。どちらかと言う

表 2● PDMシ ステムとMRPシ ステムの統合手法

インテグレーションと,イ ンタフェース経由での接続との比較。

業界標準や規格をフノンに使う現実的なPDM構 築

と各々の PDMシ ステムにオプション的に付随した
一つの

アプリケーションであった。

また,デ ータベースとリンクし最新情報を効果的に表現

するアクティブ ・ドキュメントやマルチメディアなどの機

能は従来,高 価な専用の開発ツールを用いて複雑な手続き

を経なければ実現できなかった。しかし,最 近では PDM

システムの普及とそれを支えるオペレーティングシステム

や CAD,文 書システムなどとそれに関連する業界標準の進

展で大きく様相が変わり,安 価に実現することも可能にな

りつつある。

設計データ共有に効果的な 3次 元ビューワ

PDMシ ステムによって,異 なったアプリケーションで

作られるモデリングデータやそのバージョン管理など,よ

り複雑な設計データのマネジメントが可能になった。ここ

で大きいのはPDMシ ステムのよリビジュアルな表現の検

索機能,構 成管理機能やフォーマット変換機能などの機能

である。

3次 元ビューワと言われるものは
一
般に以下のような機

能を持っている

●ウォークスルー

●レンダリング

●各種業界標準の 3次 元 CADの フォーマット変換

●マークアップ (注釈記入)

この機能は昨今コンカレントエンジニアリングで言われ

″象
をつ
ル一
イ

ン
一タ
ラ
■
一■
ズ

釉 鼈iTT
弾馨 1 轟轟ξl
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ゼミナール

写真 1● 3次 元ビューワ

ナビゲーションツール (「コンフィギュレ
ーションアクセス」)の 製品構成

表示の中でモデリングデータ群を選択 (赤い表示)すると, ビューワの「プ

ロジェク トビジュアリゼーションシステム」が 3次 元で表示。異なる複数

の CAD情 報を組み合わせることで,い わゆるディジタルモックアップを

作 り上げている。もちろん,3次 元表示のままリアルタイムの回転やズ
ーム,

寸法採りなどができる (日本コンピュータービジョンの EPD Tools)。

るプロダクトチームを促進するもので,複 雑な構成を持つ

設計情報を設計中にいつでも参照でき,進 捗状況の把握,

設計部門のみならず製造や保守部門に至るさまざまな場面

の問題点を早期に発見できる。結果的に後工程での設計変

更を減らすことになるので,全 体では製品開発工数の短縮

が可能になる。       、

3次元ビューワは一般にCADシ ステムの拡張機能ない

し同じベンダー製のPDMシ ステムの
一部として用意され

る。また,各 種のモデリングデータを取り込むデータ変換

ユーティリティの発展形として専門のベンダーが提供する

こともある (写真1,2)

さまざまなデータを扱うスーパービューワ

3次元ビューフが設計データを中心としているのに対し,

スーパービューフは文書データや表計算データなども含め,

広範なユーザーでより効果的にPDMシ ステム管理下の情

報を共有しようとするものである。従来,マ ークアップ機

能を含むビューワは各々のPDMシ ステムに専用 (または

OEMに より)のものとして販売されてきた。しかし,企 業

の中で広く使われるために,さ まざまな稼働環境で動くな

ど次のような機能がビューフに求められるようになってき
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写真 2● 3次 元ビューワ

協調作業を支援するコンセプト「Mhdshare」の中の3次 元ビューワである。
ワークステーションでプロダクトチームのメンバーがプロトタィプから最
終モデルまでを検討できる。また, マークアップゃ注釈にマルチメディア

情報を付カロできる。PDMシ ステムと組み合わせることで,よ り効果的なコ

ンカレントエンジエアリングが実現できる (日本シリコングラフィックス

の IRIS Annotator)。

た :

●ベクターデータ,ラ スターデータ,テ キス トデータ (ワ

ープロ,ス プレッドシー ト,デ ータベース)の 取 り扱い

●異機種混在環境,マ ルチプラットフォームヘの対応

●個人またはグループ単位に合わせたカスタマイゼーショ

ン

●ユーザーレベルでのカスタマイゼーション

●レイヤーやビューごとの表示 ・非表示切 り替えなどデー

タの特徴に合わせるインテリジェンス性

●マークアップの情報を格納するファイルが複数作れたり,

レイヤーごとに情報を分けられるなどの使いがっての良さ

●ファイルのグルーピング,な ど

(以上米アドバンス トテクノロジセンターの White Paper

から抜粋)

また,以 下のようなデータ形式は共通的に使われること

が多いため,ビ ューフとしてもサポー トすることが求めら

オtる :

●BMP(ビ ットマップ画像)



●CG�I(Computer Graphics � letafile)

●D X F及 びD W G ( A u t o C A Dの データ形式)

●EPS (Encapsulated Postscript File)

●GIF (Graphical lmage File)

●HPGL(Hewlett― Packard Graphical Language file)

●PCX(ペ イントブラシの形式)

●PICT(Macintoshの 画像ファイル)

●WMF(Windё ws Metafile)

●TIFF(Tagged lmage file format)

●CALSタ イプl G3/G4(圧 縮ラスターフアイル形式)

●IGES

これに加えて一般的なMicrOsoft Wordや WordPer‐

fectなどのワープロ,Microsoft Excelなどの表計算や

DBASEⅣ などのデータベースのデータを扱う機能や,そ

れらアプリケーションファイル内の情報を検索する機能も

求められる。

ビューフはこのような機能を持つよう;導 入時にユーザ

ーのニーズに合わせてPDMシ ステムとともにカスタマイ

ズされることになる。このゼミナールの第 2回で解説した

ように,PDMシ ステムヘの組み込みにはアプリケ
ーショ

ン・インテグレーション,ア プリケーションのカプセル化

と組み込み(エンキャプシュレーション), ドキュメントレ

ジストレーションの三つのレベルがある。スーパービュー

フはオープン環境と各種標準が確立する中で,PDMシ ス

テム上のアプリケーションとして一つの世界を築きつつあ

る (写真 3)。

最後に一一部分から全体へと進むPDM導 入

日本国内でのPDM導 入の実績は徐々に増えつつある。

現状の導入形態は部門単位のものが主流で,比 較的上流の

部分に位置する流用設計や設計変更管理,部 品表システム

などでの導入が報告され始めている。また,導 入にあたつ

て既存の図面やドキュメントの大量入力が始まっている。

PDM先 進国の米国やヨーロッパでも当初は同様であっ

た。すなわち,図 面管理,構 成管理など投資に見合ったリ

ターンを得られる地道なスタートである。リエンジニアリ

ング絡みでの抜本的な大規模システム再構築など,大 きく

業界標準や規格をフルに使う現実的なPDM構 築

写真 3● スーパービユーワ

CAD情 報,イ メージ情報やワ
ープロの情報をアクセスできる。一つのプロジ

ェク トにもさまざまなフォーマットのデータが存在するわけだが,そ れらを

シームレスにアクセスし,マ
ークアップしたリコメントを書き込んだりする

ことができる。低価格でだれでもすぐに操作できる。また,ス クリプティン

グでカスタマイズも可能である (米Advanced Technology CenterのFor―

Review)。

PDMに 期待する事例も
一部見受けられたが,や や突出し

た話が大きく聞こえてくるに過ぎない。

PDMシ ステムはオープン環境の流れに沿って進化して

いる。今後,業界で標準的なデータベース(RDBや 00DB)

の上で,製 品構成管理とデータボールト機能,検 索機能な

どPDMシ ステムの特徴的な機能にCAD,MRPや プロジ

ェクトマネジメントなどを組み合わせ,さ らにビューワや

ヮークフローなどのグループウエア的な機能を加えて現実

的な全社規模のソリューションになって行くものと考える。

オープン環境が浸透してきた今,PDMシ ステム導入の機

は熟したといえる。

また,欧 米ではPDMシ ステムはすでに設計部門のみな

らず情報システム部門の参画が始まっており,日 本でも今

後同様な方向に進むものと考える。このことは,一 時期の

ようにリエンジエアリングと大きな声を上げずとも,情 報

の流れ方や組織の形態を自然に変えていけることにつなが

る。それが実現されたシステムではPDMシ ステムまたは

テクノロジが大きな位置を占めているはずである。

最後に全世界のPDM市 場規模 (図3)と,イ ンタ
ーネッ

トによるPDM関 連情報のアクティブな例を参考として添

付する。
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ゼミナール

写真 4● インターネットで得られるPDM関 連情報

(a)http://WWW idealcom/pdm C。米国のマネジメン ト
・ラウンドテーブルとライフサイクル ・ソルーションズが

設立した PDMイ ンフォメ
ーション ・カンバニーが運営す

るThe PDM lnforma■on Center(PDMIC)。  こ れは PDM

に関する何でもインフォメ
ーション・コーナーで 「PD M

とは何か」からPD M業 界の最新動向,ベンダ
ー情報までを

見ることができる。

(b ) P D M I CからP D Mベ ンダ
ーの米 SD R C (ス トラクチュ

ラル ・ダイナミクス ・リサーチ)に クルーズすると最新版

Me t a p h a s e  S e n e s  2の紹介を見たり,導入情報を知ること

ができる。

(c )同様に P D M  Cか ら米シエルバにクル
ージング。ここ

でも最新版の情報などが見える。また CI T  Sインプリメン

テーションに関するホワイ トペーバーも見ることができ

る。

(d)http://WWW dealcom/pdm c/Wp pdmug html。日乍年,

米国のPD Mユ ーザーなどが結成した国際 PD Mユ
ーザー

ズグルーブ (I P D M U G )のホームベージ。ユ
ーザーの立場

からベングーにものを言ったりと,1青報交換の場となって

いる。最近ホームベージがボランタリでできた。カンファ

レンスの案内やホワイトベーパーを見ることができる。

(e)http:〃wWW atc com.ビューワを製品化している米
アドバンストテクノロジセンター (ATC)のホームページ。

取扱商品の案内から社員のブロフイールまで写真入りで

紹介しており,いかにも南カリフォルニアらしくオ
ープン。

ビューワ簡易版のフリーでのダウンロー ドも可能。

(f)http://WWW hikete ch ba―u acip/ikeda/documen_

t a t  o n / S T E P  h t m l。目立つようなものが何もないが知る人

ぞ知る千葉大学工学部電気電子工学科池田宏明教授のホ
ームベージ。ST E Pや C A L S関連の世界のWW Wサ ーバ

ー

を一堂に見渡せる。
(g ) h t t p :〃n a v y s g m l  d t  n a v y  m / c a  s  h t m l。米国で数多く

あるCA L S関連の中の一つでNa v y  C A L Sのホ
ームベージ。

CA L Sに関する最新情報を見ることができ, また関連する

ホームベージヘのリンクがある。

(h)http://WWW premenos com/Standards/Guide ines/
n ssan/toc htmlo Navy CALSからEC/EDI(Electronlc Comm―

erce/Electronlc Data interchage)`こクリレーズするとEDI

取り引きを進めている各社のガイダンスのホ
ームベージ

に至J達する。米国日産ロジステイックス (N L C )の例。
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